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分な棲こ俺 
らつむんが 
なたよなど 
いのう処う 
んかににし 
だ て 











ではそれ以前の俺は 
どこでどぅしていたのかと 
いぅと サツパリ憶い出せ 
ないんだ ^ 


おそらく この濁つた 
水のせいだろうか俺の 
記憶はかなりボケて 
しまつてい^ 


そればかりではない 
空腹のぁまり得体の 
しれない腐肉や虫ヶラ 
を食べて 
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だが今ではすっかり 
慣れてしまつてむしろ 
このヌルヌルした汚水に、 
快感すら覚ぇて 

いる s i 
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環境や食物が 
かわると体質まで 
変化するので 
あろう 



目方も以前の三倍 
くらハ大きくなり 
時たまながめると 
たくましく黒光り 
してじつに感じが 
いいんだ 
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俺はいつのまにか 
庵でなくまったく 
別のいき物になって 
しまったのだ 
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この穴の中には方々に 

枝道がぁり俺は 

ぁつちこつち探検 
みたんだ 
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すべて自分の棲家だと 
思えばなんでもない 
ことなのだ 


と j 

も-^ぃ へ 
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